
今回参加した高校生は18 人( 女子13

人・男子5 人)。社会福祉施設に足を運

ぶのは、ほとんどの生徒が初めて

交流を深めるため納涼祭を開催。

「歌あり、踊りあリ」の催しに、会

場は盛り上がりました

ふれあいから理解が生まれる

お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
に
、
高
校
生
た
ち
が
カ
レ

ー
ラ
イ

ス
を
作
り

、
施
設
の
利
用
者
や
職
員
に
ふ

る

ま
い
ま
し
た

夜は各班でミーティング。各自がそ

の日に体験したことや感じたことを話

し合いました

主な内容

「8月は道路を守る月間」　　｀

き れ いな 道 路 と街並 み は

一 人ひ と りの こころ から

身近な水環境を守ろう

情報チャンネル

相談あんない　ほか

｢こうしたほうがうまく行くよ｣。協力しな

がら割リばしを袋に詰める作業を進めます

7、8 月 は 「ボ ラ ン テ ィア 体 験 月 間」。夏 休 みを 利 用 し て 、

多 く の人 に ボ ラ ン テ ィア を 体 験し て ほし い と 、 市 内 でも さ

まざ まな 催し が開 かれ て い ます。

7月24 日 ～26 日 の3 日間 、松 戸 市 社会 福祉 協 議会 に よる 青

少年 ボ ラ ンテ ィア 養 成 教室 「 高 校生 ボ ラン テ ィア キ ャンプ 」

が開 催さ れ まし た 。

高 校生 が 知 的 障 害 者通 所 活 動 施 設 「わ か ば 園 」 に宿 泊 し

な がら 、施 設 の 利 用 者 と の共 同 作 業 や交 流 を 通し て ボ ラン

テ ィア 活動 を 体験 し まし た。

若 者 たち は 何を 学び 、 何を 感じ た ので し ょう か 。

周松戸市社会福祉協議会ボランティアセンター  62-5963番

「
施
設
の
人
た
ち
と
ど
う
接
す
れ

ば
い
い
の
だ
ろ
う
」
。

高
校
生
た
ち
ぱ
、
最

初
の
印
象
を
こ
う
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。「

わ
か
ば
園
」
は
、
知
的
ハ
ン
デ
ィ
を
持
つ
人
た
ち
の
、

養
護
学
校
卒
業
後
の
活
動
を

援
助
す

る
施
設
で
す
。
こ
こ

で
は

一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
、
主
体
的
な
生
活
が
送

れ

る
よ
う
、
障
害
の
程
度
に
よ

っ
て
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ

て
、
そ
れ

ぞ
れ
が
陶
芸
や
木
工

な
ど
の
作
業
を
し
て
い
ま

す

。高
校
生
た
ち
は
、
施
設
の
利
用

者
と
共
に
作
業
に
あ
た

り
、
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
が
、
中
に

は
言

葉
に
よ

る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
対
人
関
係
が
苦

手

な
人

た
ち
も
い
ま
す
。

戸

惑
う
高
校
生
た
ち
に
、
施
設
の
職
員

が
ヒ
ン
ト
を
与

え
て
く
れ

ま
し

た
。
「
彼

ら
を

特
別
な
存
在

と
思

わ
な

い

こ

と
。
そ

う
、
友
人
の
よ
う
に
ね
」
。

「
言
葉

だ
け

で
な
く
、

身
振

り
手

振
り
も

あ
る
」
。
ほ

ん
の
少
し

の
勇
気
を
持

っ
て
、
積
極
的
に
話

し
掛
け

る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
高
校
生
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
を
見

つ
け
、
彼
ら
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ

と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
こ
こ

に
来
る
ま
で
は
自
分
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
先

入
観
が
あ
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
キ
ャ
ン
プ
を
通

じ

て
、
お
互

い
を
理
解
し
合
え
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」
。

住
み
よ
い
社
会

の
た
め
に
何
か
必
要
か
、
そ
し
て
現

在

自
分

の
置

か
れ
て

い
る
立

場
で
何
か
で

き
る
か
を
考
え
、

話
し
合
う
場
と
な
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
。
高
校
生
に

と

っ
て
、
き

っ
と
大
き
な
財

産
と
な

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

専修大学附属松戸高校

手塚砂智江さん

最初は何をしたらいいか分からなくて、困ってしまい

ました。わかば園の皆さんと共同作業を行っていくうち

に、いつのまにか「障害者」と「普通の人」という垣根

がなくなり、自然に接することができるようになった気

がします。

わかぱ園の皆さんから、私たちが来るのをとても楽し

みにしていたと聞いて、とてもうれしかったです。多く

の人たちと交流したい気持ちはみんな同じなんですね。

また、他校の人たちとも交流を深めることができ、と

ても有意義な３日間でした。

わかば園施設長

江澤 嘉男 に

現在、ノーマライゼーション( 障害者など社会的に弱い

立場の人たちも、地域の中で一緒に生活できる社会が望

ましいという考え方) が求められています。そのためには

道路や公共施設などの整備はもちろん必要ですが、一番

大切なことは、多くの人々が地域の中で広く自然に障害

者と付き合っていくことのできる世の中になることです。

今回の講座を通じて、きっかけさえあれば若者もボラ

ンティアに参加しようとする意欲があることを力強く感

じました。そうした活動の輪が広がることを期待してい

ます。

市
内
の
高
校
生
が

社
会
福
祉
施
設
「
わ
か
ば
園
」

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
!
!

障害者との垣根がなく

なった

ノーマライゼーショ
ン
の主役は「人」

発行：松戸市　編集：企画部広報課
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人口　460,645.人 ［ ＋49］

男　233,857 人　［　＋70 ］

女226,788, 人 匚21 ］

世帯　172,924 世帯［+108 ］

囗

は
前
月
比

７月１日現在人口と世帯



一人ひとりのこころから

電
気
・
ガ
ス
か
ら
火
災
の
防
止
ま
で

多
く
の
機
能
を
持
つ
道
路

「
道

路
」
と

い
う

と

、
皆

さ
ん

は

ど

の
よ

う
な
イ

メ
ー
ジ

を
持
ち

ま
す

か

。
「
人

や
車

が
通

る
所

」
、
多

く

の

人

が
そ
う

思
う

こ
と

で
し

ょ
う

。

道
路

は

、
車

や
歩
行

者
を

安
全

に

通
行

さ
せ

る
こ
と
で

、
通

学

・
通
勤

・
買

い
物

な
ど

の
日

常

生
活

や
、
輸

送

な
ど

の
産

業
活
動

を

支
え

る
重
要

な
働

き
を
し

て

い
ま

す

。

し

か
し

、
そ

の
ほ
か

に
も

さ
ま
ざ

ま
な
機
能
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
電
気

・
ガ
ス
・
上
下

求
道
な
ど
の
線
や
管

が
埋
め
て
あ
っ
た
り
、
電
柱
・
電
話

ボ
ッ
ク
ス
・
郵
便
ポ
ス
ト
な
ど
も
置

か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
建
物
が
密
集
し
て
い
る
街

中
で
は
、
街
路
樹
を
植
え
る
こ
と
で

貴
重
な
緑
を
作
り
、
街
に
潤
い
を
与

え
て
い
ま
す
。

そ
し
て

、
火
災
時
に
は

、
延
焼

の
防

止
や
消
火
活
動

の
場

と
し
て

役
立
つ
な
ど
、

幅
広

い
働

き
を
し

て
い
る
の
で
す
。

Ｑ どうし て、８月10 日

どうして、８月10日　　が［道の日］になっ

たのでしょうか？

「道の日」は 、「道路

「道の日」は、「道路をまもる月間」の中

心の日として設けられまし

た。大正9 年８月10 日に、

わが国初の長期道路計画

「第一次道路改良計画」が始

まったため 、８月１０日が

「道の日」とされ、道路の大

切さを見直す機会となって

います。

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
と

み
ん
な
が
迷
惑
し
ま
す

こ

の
よ
う

に
暮

ら
し

に
役

立

つ
道

路
も

、
使

い
方

が
悪

い
と
本

来

の
機

能
を

発
揮

で
き
ま
せ

ん

。

私

た
ち

の
周
り

に
は

、
左

図

の
よ

う

に

道

路

の

ル

ー

ル

を

守

ら

な

い

で

、
せ

っ
か
く

の
道

路
を

狭
め
た

り
、

汚
し

た
り

し
て

い

る
光

景

が
見
ら

れ

道
路
に
突
出
す
る
看
板
類
に
は

道
路
占
用
許
可
が
必
要
で
す

道
路
を
通
行
す

る
こ

と

以
外
に
使
う
こ
と
は
、
特
別

な
場
合
を

除
い
て

禁
止

さ
れ

て

い
ま
す
。
工
作
物
、
物
件

・

施
設
を
設
置
し
、

継
続
的
に
道

路
を
使
用
す
る
こ
と
は
「
道
路
の

占
用
」

と
言

い
、
許
可

が
必
要
で

す
。市

で
は
、
平
成
７
年
度
に
市
道
に

突
出
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
看
板
・

日

よ
け
類
の
実
態

調
査
を
実
施
し

て
、
無
許
可
で
占
用
し
て
い
る
物
を

把
握
し
、
是
正
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
無
許
叮
で
道
路
を
占
用
し

て
い
る
事
業
者
、
新
た
に
占
用
を
計

画
し
て
い
る
事
業

者
は
、
道
路
管
理

突出し て　 １

設置さ れて　１

いる看板･ 日

よけ類 の実態

調査も実 施

者

か
ら

の
許
可

を

得

る
申
請
手

続

き

を

し
て

く

だ
さ

い
。

な

お
、
道
路

の
占
用

に
対

し
て

は
、

下
図
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

と

、

土
地

の
使
用

の
対

価
と

し
て

の

道

路
占

用

料
が
必
要

で

す
。

圖

道

路
維

持
課

管
理

係

突出看板と日よけなどの占用料

占 用 料 金 ＝ 単 価 × 面 積

道路占用料金 単価(H8.4.1 現在)

看板……表示面積1m2につき年間5,300円

日よけ･･･投影面積lm2につき年間1,690円

占用料は、物件

ごとに単価を定め

て、表示面積・占

用面積などに応じ

て算出されます。

ま

す
。

具
体

的
に
は

、

①
道

路
（
車

道

や
歩
道

）
に
看

板

類
な

ど

を
置

い
て
私

物
化

す
る

②
道
路
を
駐
車
場
や
駐
輪
場
と
し
て

使

っ
て

い
る

②
道

路

に
ご
み

を

ポ
イ
捨

て
す

る
こ

突出看板と日よけなどの設置基準

と
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
景
観
を
損
ね
る
だ
け

で
な
く
、
交
通
事
故

の
原
因
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
非
常
時

に
は
緊
急
車
両

が
通
れ
な
い
な
ど
、

人
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

例えば上の絵のように、道路に、はみ出した商品の陳列・置き看板（のぼり旗）・自動販売機

などを設置することです。こうした行為は法律で禁じられています。中には、目の不自由な人

が安全に歩けるように設置している点字ブロックの上に看板類を置くなど、悪質なケースもあ

ります。

一

ロ

サ

イ

ズ

の

こ

ん

に

ゃ

く

入

り

ゼ

リ

ー

の

食

べ

方

に

ご

注

意

一
ロ

サ
イ

ズ

の
こ
ん

に
ゃ
く

入
り

ゼ
リ

ー
に

よ
る
事

故
（
死
亡

・
入

院
）

が
多

発
し
て

い
ま

す
。
６

月

に
も
、

一
歳

十
ヵ
月

の
幼

児
に

ち
ぎ

っ
て
与

え
た

と
こ

ろ
、

の
ど
に

詰
ま

ら
せ

る

死
亡

事
故

が
発
生

し
ま

し
た

（
国
民

生
活

セ
ン

タ

ー
危

害
情

報
よ
り

）
。

こ

ん
に

ゃ
く
入

り

ゼ
リ

ー
の
特
性

は

、
「
硬

さ
と
弾
力

性
」
で

す

の
で

、

食

べ
方

の
注
意

表
示

を

よ
ぐ

確
認
し

て
く

だ

さ

い
。

嬲
消

費
生
活

セ

ン

タ
ー

昔
6
5・
6
5

6
5

番

原

爆

投

下

日

に

は
慰

霊

と

平

和

の

祈

念

を

昭
和
2
0
年
８
月
６
日
午
前
８
時
1
5

分
広
島
に
、
９
日
午
前
1
1
時
２
分
長

崎
に
原
子
爆

弾
が
投
下

さ
れ
て
か

ら
、
満
五
十
一
年
を
迎
え
ま
す
。
死

没
者
の
め
い
福
と
世
界

の
平
和
を
祈

り
、
各
職
場
や
家
庭
で
一
分
間
の
黙

と
う
を
し
ま
し
ょ
う
。

顛
総
務
部
総
務
課

Ｊ

Ｒ

松

戸

駅

エ

ス

カ

レ

ー

タ

ー

設

置

工

事

が

始

ま

り

ま

し

た

Ｊ

Ｒ
松
戸

駅

で

は
、
中

央
コ

ン
コ

ー
ス

か
ら
各

ホ
ー
ム

に
至

る
柏

寄
り

階
段

に

「
車

い
す
対

応
型

の
エ

ス
カ

レ

ー

タ
ー
」

を
一
基

ず
つ
設

置

す
る

た

め
、

階
段

の
一
部

を
閉

鎖
し

、
工

事

が
進

め
ら

れ
て

い
ま
す

。
完

成
は

平
成

９
年

１
月
末

の
予

定
で
す

。

工

事

期
問
中

に
Ｊ

Ｒ
松

バ
駅

を

ご

利
用

に

な
る

際
に

は
、
工

事
中

の
階

段

を
避

け
て
通
行

す

る

な
ど

の
ご
協

力

を

お
願

い

い
た

し

ま

す

。
ま

た

、

混

雑
す

る
ホ

ー
ム
で

は
、

通
過

列
車

等

に
も

卜
分

ご
注
意

く
だ

さ

い
。

蓆
Ｔ

Ｒ
松

戸
駅

合
6
0・
1
4
0
2

番

中

小

企

業

設

備

貸

与

制

度
を

ご

利

用

く

だ

さ

い

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
に
代
わ
り
、

機
械
・
設
備
を
(
財
)
千
葉
県
中
小
企
業

振
興
公
社

が
購
入
し
、
長
期
か
つ
低

利
で
貸
与
（
割
賦
・
リ
ー
ス
）
し
ま

す
。

羆
(
財
)
千
葉
県
中
小
企
業
振
興
公
社

0
4
3
・
2
4
2
・
2
1
2
6
番

一
８
月
は
特
殊
建
築
物
の
定
期
検
査
の
報
告
月
で
す

市

立

東

松

戸

病

院
休

診

の

お

知

ら
せ眼

科
外
来
は
８
月
1
5
日
(
木
)
～
2
1
日

水
、
泌
尿
器
科
外
来
は
８
月
!
6
日
(
金
)

休
診
し
ま
す
。

厘
車

立
東
松
戸
病
院
総
務
課
医
事
係

登
9
1・
5
5
0
0

内
線
2
1
0
9

番

遺

児

手

当

８

月

期

分

を

支

給

遺

児
手
当

の
８

月
期
（
４

～
７
月

）

分
を
８
月
1
2
日
(
月
)
以
降
に
受
給
者
の

指

定
口
座

に
振
り

込
み

ま
す

。

支

給

額
（
児

童
一
人

に

つ
き
）
片
親

と
死

別

＝
月
額
五
千

五
百

円

、
両
親

と
死

別

＝

。
万
五

百
円

（
８
月

・
1
2

月

・
４
月

の
年
三

回
支

給
）

新
た

に
手
当

の
支
給

を
希

望
す

る

人
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対

象

市

内
に
居

住
し

、
父

母

の
一

方

ま

た

は

両

親

と

死

別

し

た

児

童

（
中
学

校

卒

業
ま

で

）

を

扶
養

し

て

い
る
人
　
申
請
に
必
要
な
も
の
①

認

め
印

②

。
力
月

以

内

に

発

行

さ

れ
た
世
帯

全
員

の
住
民
票

（
本

籍
等

す

べ
て
記
載

さ

れ
た
も

の
）
ま

た
は

外

国
人

登
録

済
書

③
一
ヵ
月

以
内

に

発

行

さ
れ

た
申
請

者
ど
遺
児

記

載

の

戸

籍

謄

本

④

申

請

者

名

義

の
預

金

通
帳
（
郵
便

局

を
除
ぐ

）
の
表

紙
の
コ

ピ

ー

※
随

時
受

け
付

け

て

い
ま
す
。
手

当

は
申
請

の
翌
月

か
ら

支
給

。
現
在

受

給
中

の
人

の
手

続

き
は
不

要
で

す

。

圓

援
護

課
援
護

係

市

立

東

松

戸

病

院

の
（
パ

ー

ト

）

看

護

婦

募

集

年

齢
四

十
五

歳
ま
で

勤
務

時
間

原

則
と
し

て
月

～
金
曜

日

の
午
前
８

時
3
0
分

～
午
後

５
時
1
5
分

提

出

書

類

履
歴

書
（
写

具
付

き
）
こ
頁
格
免

許

の
写

し

※
市

内

の
医
療

機
関

に
勤
務

し
て

い

る
人

は

ご
遠
慮
ぐ

だ

さ
い
。

亘

８
月
1
5
日

水
ま

で
に

、
提
出

書
類

を
郵
送
で
〒
2
7
1
松
戸
市
高
塚
新
山
一

二
三
の
一
三
市
立
東
松
戸
病
院
総
務

課

総
務

係
（

豊
9
1・
5
5
0
0

内

線

2
2
1
6

番
）
へ

生

産

緑

地

地

区

の

追

加

指

定

相

談

会８
月
1
9
日
(
月
)
～
８
月
2
7
日
(
火
)
の
午

前

９

時
～
午

後
４

時
3
0分
（

土
曜

・

口

曜
日

を
除

ぐ

）
　
会
場

市

役
所

本

館
二

階
大
会

議
室

対

象

農
地

①
平

成
４
年

に
農

地

の
所

有

権
等
に

係

る

裁
判

が
紛
争

中

の
た

め
、
権
利

者

が

確

定
し
な

か
っ
た
場

合

⑦
地
主

と
小

作
人

の
賃
貸

借

の
契
約

が
公
的

機
関

の
下
で
調
整
中
の
た
め
同
意
の
確
認

が
で

き

な
か
っ
た
場

合
③

禁

治
産

宣

告
、
失
踪
宣
告
、
地
籍
混
乱
、
相
続

手
続
中
な
ど
に
よ
り
権
利
者
を
確
定

で
き
な
か
っ
た
場
合
④
農
地
所
有
者

等

が
第
三

者

の
手

続

き
や
判
断

を

待

た

ざ
る

を
得

な
か

っ
た
こ

と

が
、
そ

の
事

由

を
証
明

す

る
書
類

や
公

共

団

体

な
ど

の
相

談
窓
口

な
ど

の
記

録
に

よ

り
明

ら
か

な
場

合

⑤

既
決
定

の
生

産
緑
地

地
区

の
整

形
化

お

よ
び
一

団

化

か
図

ら

れ
、
緑
地

機
能

の
増

進
に

よ
り
都

市
環

境
の
向

上

に
資
す

る
と

認
め
ら

れ
る
場

合

奈
市

街

化
区
域

内

に
農
地

を
お

持
ち

の
人

に
通

知
し

ま
す

の
で
、

指

定

さ

れ
た
日

に
お

い
出
く

だ

さ

い
。

通
知

の

な

い
場

合
は

、
電
話

で
み

ど

り
と
花

の
課

へ

塵
み

ど
り

と
花

の
課

児
童
扶
養
手
当
８
月
期

分
を
支
給

８
月
９
日
(
金
)
か
ら
郵
便
局
・
銀
行

で
８
月
期
（
４
～
７
月
分
）
の
手
当

を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

亘

援
護
謀
援
護
係

児

童

扶

養

手

当

・

特

別

児

童

扶

養

手

当

の

現

況

届

の

提

出

児

童
扶

養
手

当

・
特

別
児

童

扶
養

手
当

を
受

け
て

い
る
人
に

は
、

今
月

ヒ
旬

に
現

況
届
（
更
新

手
続

き
）
の
用

紙

を
送
り

ま
す

。
こ

の
届

出

が
な

い

と

、
８
月

分
以

降

の
手

当

が
受

け
ら

れ
ま
せ

ん
の
で

ご
注

意
く

だ
さ

い
。

提
出
期
間
８
月
1
2
日
(
月
)
～
９
月
1
0

日
(
火
)

固
児
童
扶
養
手
当
＝
援
漾
漾
援
護

係
、
特
別

児
童

扶

養
手
当
＝

し

あ

わ

せ
課
給
付
係

限
り
あ
る
資
源
で
す

水
　
は
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

ご
み

を
効

率
よ
く

処

理
す

る
た

め

に
、
皆

さ
ん

に
ご
み

の
出

し
方

や
分

別

に

ご
協
力

を

い
た
だ

き
、

あ
り

が

と
う

ご
ざ

い
ま
す

。

最

近

、

一

部

の

ご
み

集

積
所

で

、

ご
み
を

出
す

曜
日

・
時

間

や
分

別

が

守
ら

れ
て

い
ま
せ

ん
。

各
自

が
ル

ー
ル

を
必

ず
守

る
よ
う

お
願

い
し
ま

す
。

ス

プ

レ

ー

缶

は

資

源

ご

み

に

化

粧
品

の
ス

プ
レ

ー
缶

や
カ

セ
ッ

ト

ボ
ン

ベ
は
、
最

後
ま

で
使

い
き

っ

て
か

ら

ク
ギ
な

ど
で

穴
を

開
け
て

ガ

ス
抜

き
を

し

、
「
資

源

ご
み

」

と

し

て
出

し
ま
し

ょ
う

。

※
破

砕
処

理

の
と
き

に
破

裂
す

る
恐

れ

が
あ
る

の
で

『
燃

や
せ

な

い
ご

み

』
に

は
出

さ

な

い
で

く

だ
さ

い
。

黒

ビ

ニ

ー

ル

は

使

わ

な

い

で

黒

ビ

ニ
ー

ル
袋

に
割

れ
た

ガ
ラ
ス

や
刃

物

が
入

っ
て

い

た

り
す

る
と

、

収

集

す

る
と

き

に

大

変
危

険

で

す

。

ご
み

処
理

作

業

の
安
全

の
た

め
に

、

ビ
ニ

ー
ル
袋

は
中

が
見
え

る
も

の
を

使

い
ま
し

ょ
う

。
　
　
　
　
　

市

役

所

で

処

理

で

き

な

い

ご

み

も

あ

り

ま

す

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
消

火
器

、

タ
イ

ヤ

な
ど

は
収
集

や
処

理
を
し

て

い
ま
せ
ん
。
販
売
店
で
ご
相
談
く
だ

さ

い
。

ま
た

、
引

っ
越
し

ご
み

は

、
自
分

で

市

の

ご
み

処

理

施
設

へ
運

ぶ
か

、

処

理
業

者
に

依
頼
し

て
く

だ

さ
い
。

不

法

投

棄

は

や

め

ま

し

ょ

う

家
具

や
家

庭
電
化

製
品

の
買

い
換

え

を
す

る
と

き

は
、
原
則

と
し

て
販

売

店

に
引

き
取

っ
て
も

ら

い
ま
し

ょ

み

だ
り

に
山
林

・
畑

や
空

き
地

等

に

家

具

類

・
家

庭

電

化

製

品

・

衣

類

・

雑

誌

な

ど

の

ご

み

を

捨

て

る

と
、
法

律
に

よ
り

処
罰

さ
れ

ま
す

。

圖

清
掃
業

務
課

ごみ・し尿収集

休業のお知らせ

８月１５日木

のごみの収集・

し尿のくみ取り

は、お休みしま

す。

なぜ？なぜ？

｢道の日｣

皆さんは、道路に置かれているものが邪魔になって歩きづらかったり、

危ない思いをしたことはありませんか?

道路はわたしたちが毎日使うみんなの財産です。安全で快適な生活を

おくるために、道路は、正しく、美しく使わなくてはなりません。

8月は、道路をまもる月間です。8月10日は「道の日」です。

これを機会に、道路について考えてみましょう。

土木部道路管理課・道路維持課

きれいな道路と町並みは、
皆
さ
ん
が
普
段
何
気
な
く
使
っ
て

い
る
水
道
の
水
は
、
江
戸
川
の
河
川

水
を
水
源
と
す
る
県
営
水
道
と
、
北

1
.葉
広
域
水
道
企
業
団
か
ら
供
給
を

受
け
て
い
る
江

戸
川
の
河
川
水
と
地

下
水
を
水
源
と
し
て
い
る
市
常
糸
道

か
ら
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

江
戸
川
の
河
川
水
は
、
上
流
に
造

ら
れ
た
ダ
ム
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
現
在
は
計
画
さ
れ
て

い
る
ダ
ム
の
一
部
し
か
完
成
し
て
い

な
い
た
め
、
私
た
ち
の
水

ガ
メ
と
し

て
十
分
な
量
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
水
を

大
量
に
必
要
と
す
る
夏
場
だ
か
ら
と

い
っ
て
も
多
量
の
水
を
川
か
ら
取

る

こ
と
は
で
き
ず
、
雨
不
足
の
異
常
渇

水
と
も
な
る
と
、
皆
さ
ん
の
生
活
に

深
刻
な

影
響
を
与
え

て
し
ま

い
ま

す
。そ

こ
で
お
願

い
し
た
い
の
が
夏
季

の
節
水
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
心
掛

け
れ
ば
、
節
水
の
効
果
は
大
き
な
も

の
と
な
り
ま
す
。

水
は
火
切
な
資
源
で
す
。
限
り
あ

る
資
源
を
守
る
た
め
、
節
水
に
ご
協

力
を
お
願

い
し
ま
す
。

讖
北
千
葉
広
域
水
道
企
業
団

容
4
5・

3
2
1
1
番
、
市
水
道
部
庶
務
課

こんな「ごみ」は
どうしよう？

ごみ出しのルールを

守りましょう

不
特
定
多
数
の
人
が
利
川
す
る
特

殊
建
築
物
は
、
建
物
や
設
備

が
適
切

に
維

持
・
保
全
さ
れ
て

い
る
か
な

ど
、
専
門
家
に
定
期
的
な
点
検
を
依

頼
し
て
、
市
長
に
結
果
を
報
告
す
る

よ
う
建
築
基
準
法
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

報
告
期
限
８
月
3
0
(
金
)
対
象
共

同
住
宅

＝
①
屋
外
階
段
を
設
け
な
い

も
の
で
、
地
階
ま
た
は
四
階
以
卜
の

階
で
そ
の
川
途
に
供
す
る
床
面
積
の

合
計
が
百
平
方
ﾒ
ｰ
ﾄ
ﾙ
を
超
え
る
も
の
②

屋
外
階
段
を
設
け
な
い
も
の
で
、
三

階
に
お
け
る
そ
の
用
途
に
供
す
る
部

分
の
床
面
積
の
合
計
が
三
百
平
方
ﾒ
ｰ
ﾄ
ﾙ

を
超
え
る
も
の
　
寄
宿
舎
＝
①
屋
外

階
段
を
設
け
な
い
も
の
で
、
地
階
ま

た
は
四
階
以
上
の
階
で
そ
の
用
途
に

供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
百

平
方
び
を
超
え

る
も
の
②
屋
外
階
段

を
設
け
な
い
も
の
で
、
三
階
に
お
け

る
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面

積
の
合
計
が
三
百
平
方
び
を
超
え
る

も
の
　

学
校

・
体

育
館

１
①
木

造
で

二

階
以

上

の
階
に

当
該
用

途

に
供
す

る
部
分

を
有

し
、

か
つ
当

該
床

面
積

の
合
計
が
Ｉ
．
百
平
方
ﾒ
ｰ
ﾄ
ﾙ
を
超
え
る
も

の
②
木

造
以
外

で

地
階

ま
た

は
四

階

以

上

の
階
で

当
該
用

途

に
供

す

る
部

分

の
床

面
積

の
合

計

が
百

平

方
片

を

超
え

る
も

の
③

地

階
を

除
ぐ

三
階
以

下

の

階
に
お

け

る
当
該

用
途

に
供

す

る
部
分

の
床
面

積

の
合

計

が
二

千
平

方

び
を
超
え

る
も

の
　

博
物

館

・
図

書
館

・
水

冰
場

・
ス

ポ
ー

ツ
練

習
場

＝
①
地

階
ま

た

は
三
．階
以

上

の
階

で

当
該
用

途

に
供
す

る
部

分

の
床
面
積

の
合

計

が
百

平
方

び
を

超
え

る
も

の

②
地
階
を
除
く
二
階
以
下
の
階
に

お
け

る
当
該

用
途

に
供

す

る
部
分

の

床
面
積
の
合
計
が
二
千
平
方
ﾒ
ｰ
ﾄ
ﾙ
を
超

え

る

も
の

舞
建

築
指
導

課
建

築
指

導
係

8月1日～31日道路をまもる月間
8月10日は「道の日」

広報 1９９６年(平成８年)８月５日 広報 1996 年(平成８年)８月５日

節水は
ひとりひとりの心がけ

歯磨きはコップの水で

蛇口の開閉はこまめに

お風呂の残り湯は 、

洗濯 一掃除に再利用

食器は 、ため水洗いで

洗車はバケツ洗いで

こんな使い方は困ります

路上に

自転車を放置しない

路上にものを出さない路上に商品や

自動販売機を

置かない

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
は
絶
対
に
も
の
を
置
か
な
い

路上を作業場に

しない



心がけよう水に

やさしい生活を

太
陽

に
温

め
ら

れ
た
地

表

や
海

の

水

は
、
水

蒸
気
と

な
り

上
昇

し

、
雲

を

つ
く

り
、
雨

と

な
っ
て
再

び
地
表

に

降
り

て
き
ま

す

。
水

は
自
然

の
恵

み

で
あ

り
、
自

然

の
サ
イ

ク
ル

の
中

で

一
時

的
に
人

間

が
借
り

て

い
る
物

な

の
で

す
。
家

庭
か
ら
出

た

排
水

は
、

巡

り

め
ぐ

っ
て

雨

や
水

道
水

ど
し
て

再

び
家

庭
に
戻

っ
て

き
ま

す
。

市

内
に
は
湧

ぎ

水

が
あ
ま
り

あ
り

ま

せ

ん
の
で

、
三

水
系

の
川

の
水

の

大

部
分

は
、
家

庭
か
ら

の
排

水
で

す
。

川

を

き
れ

い
に
す

る
た

め
に

は
、
各

家

庭

で

の

浄
化

対

策

が
必
要

で

す

。

そ
れ
が
、
水
を
使
う
私
た
ち
の
責
任

で

あ
り

、
自

然
を

守
り

、
私
た

ち

の

健

康
的

な
生
活

を

守
る
こ

と

に
つ

な

が
り
ま
す
。

市

内
の
河
川

で

も
、
コ

イ

ー
フ
ナ

な
ど

の
魚

や
川

鵜

・
カ

ル

ガ
モ
な

ど

の
鳥

が
見
ら

れ

る
よ
う

に
な

っ
て

き

ま

し
た

。
私

た
ち

一
人
ひ

と
り

の
心

掛

け
で

、
も

っ
と

た
く

さ
ん
見

ら

れ

る
よ
う

に
し
た

い
で
す
ね

。

身近在水環境を守るのは生活排水から
水
は
旅
人

川に親しむ親子の集い

市

や
県

な
ど

が
行

っ
て

い
る

総
合

洽

水
事

業
に

つ

い
て
理
解

を
深

め
て

い
た
だ

く
た

め
、
川

や
水

に
ふ

れ
あ

え
る

「
川
に
親
し
む

親
子
の
集

い
」
を

開

催
し
ま

す

。

た
く

さ
ん
の
催
し
物
を
用

意
し
て

、

皆

さ

ん
を
お
待

ち
し

て

い
ま
す

。

申
し
込

み

の
必
要

な
も

の
に

つ

い

て

は

、
早

め

に
申
し

込

ん
で
く

だ
さ

い
（
先
着
順

）
。

日
時
・
：
８
月
2
4
日
(
土
)
午
前
９
時
～

正
午
〔
雨
天
の
場
合
は
2
5
日
(
日
)
に
順

延
〕会

場
・
：
坂
川
親
水
広
場
(
上
矢
切
）

費
用
…

無
料

囲

河
川
課

● 催 し 物 一 覧 ●

昨年の「川に親し む親子の集い」から

● 会場案 内図・

催し物  海洋  定員  備考

※申し込 み制の催し物は 、八力キに住所・氏名 ・年齢・電話番号を記入し て 、

〒271 松戸市根本387-5 松戸市役所河川課内「川に親し む親子の集い」係へ

市

内
の
主
な
河
川
の
水
質
は
、
坂

川
の
よ
う
に
だ
い
ぶ
改
善
さ
れ
て
い

る
地
域
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
「
水

の
き
れ
い
さ
」
は
十
分
で
は
あ
り
ま

汚
れ
の
原
因
の
八
割
以
上
は

生
活
排
水
で
す

総
合
治
水
推
進
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

ま

ず
、

あ
な
た

の
住

ん
で

い
る
地

域

の
排
水

や
雨
水

が

ど
こ

へ

流
れ

て

い
く

の
か

を
、
下

図
で
見

て
み

ま
し

市

内

の
地
域
を

、

排
水

や
雨

水

が

流

れ
込

む

先

で
大

き
く

分

け

る
と

、

山
坂

川

に
流
れ
込

む
地
域

（
坂

川
水

系

）

襾

真

関
川

に
流

れ
込
む
地

域

（
国
分

川

水
系
）

(
3
)
大
津
川
に
流
れ
込
む
地
域
（
大
津

川

水
系

）

の
三

つ

に
分

け

る

こ

と

が
で

き

ま

す

。
坂
川

水
系

で
は

、
坂
川

・
新

坂

川

・
六

間
川

か

ら
江
戸

川

へ
、
国

分

川
水

系
で

は

、
春

木
川

・
国

分
川

か

ら
真
間
川
を
経
て
東
京
湾
へ
、
大
津

川

水
系

で
は

、
手

賀
沼

へ

流
れ
て

い

き
ま

す

。

こ

こ

で
重
要

な
こ

と
は

、
家

庭
か

ら
出
た
排
水
が
、
ど
こ
か
で
消
え
て

な
く
な

る
わ
け

で

は
な
く

、
必

ず
川

や
沼

や
海
に

流
れ
込

む
と

い
う
こ

と

で

す
。

そ
の

水
が
汚

け
れ

ば
、
川

・

沼

・
海
へ
と
汚

れ
が
広
が
る
の
で
す
。

川
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
は
、

汚
れ
た
排
水
を
で
き
る
だ
け
流
さ
な

い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
ち
ょ
と
し
た

心
遣

い
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、

汚
れ
を
大
き
ぐ
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

例
え

ば
、
台
所
に
は
「
ろ
紙
袋
」

を

つ
け
た
三
角
コ

ー
ナ
ー
を
置
き
、

調
理
く
ず
や
食
べ
残
し
を
そ
の
ま
ま

流
さ
な

い
よ
う
に
し
た
り
、
油
の
つ

い
た
フ
ラ
イ

パ
ン
や
お
皿
を
、
紙
で

ふ
い
て
か
ら
洗
っ
た
り
、
使
用
済
み

の
天
ぷ
ら
油
な
ど
を
、
空
き
に
な
っ

た
牛
乳
な
ど
の
紙
パ
ッ

ク
の
中
で
、

古
新
聞
な
ど
に
吸

い
込
ま
せ
、
ご
み

と
し
て
捨
て
る
な
ど
で
す
。
洗
剤
も

使
い
過

ぎ
な
い
よ
う
、
き
ち
ん
と
計

量
し
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

ＢＯＤとは ・ ・

水の中の汚 れを微生物が水や二酸化炭 素に分解し てきれ

いに するには 、その微生物が活動する ための酸素が必要 で

す。川の汚れは 、汚れを分解するために必要な酸素の量で

測定し ます。それをＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）といい 、

ＢＯＤの数値が大きいほど 、川は 汚れています。

ＢＯＤ濃度とは 、川 の水Ｕ 中のＢＯＤの量をいい 、BOD 負

荷量とは、川を一定時間に流れるＢＯＤの総量をいいます。

江戸川では、たくさん

の種類の魚が見られます。

また、水は大切な水道

水として利用されていま

す。

江戸川（栗山浄水場取水口）の水質の変化

坂川ウォ ツチン グに

参加した

高木第二小学 校6 年

信耕　 亜由美さ ん

川
を
き
れ
い
に
す
る
課
で
は
、
川
に
つ
い

て
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
河
川
見
学

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
つ
ど
、
広
報
に
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
参

加

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

家
庭
か
ら
流
さ
れ
た
水
は

ど
こ
へ
い
く
の
？

せ

ん
。

川

が
汚

れ

る
原
因

は
、
工

場

や
事

業
所

か
ら

出

る
産
業

系
排

水
と
各

家

庭

か
ら
出

る
生

活
排

水
に

大
き
ぐ

分

け

ら
れ
ま

す

。
産
業

系
排

水

に
つ

い

て

は
、
法

律

に
よ

る
排
水

規
制

の
強

化

や
排

水
処

理
技
術

の
進

歩
な

ど
で

汚

れ

が
減

っ
て

い
ま

す

。

。
方

、
私

た

ち

が
家
庭

の
台
所

や
風
呂

、

ト
イ

レ

か
ら
出
す
生
活
排

水
に
つ

い
て

は
、

人

口

の
増
加

・
生
活

様
式

の
変

化

な

ど

か
ら

、
川

に
与
え

る
影

響

が
大

き

く

な

っ
て
お

り
、
川

の
汚

れ

の
八
割

以

上
を

占
め
て

い
ま

す
。

坂川の水は赤玖樋門

から江戸川に入ります。

水質は少しずつきれ

いになっています。

川
は
私
た
ち
に
や
す
ら
ぎ
と
潤
い
を
与
え
る
と
と
も
に
、
多

く
の
魚
や
鳥
な
ど
の
生
き
物
を
は
ぐ
く
み
ま
す
。
市
内
の
河
川

で
も
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
散
策
や

魚
釣
り
な
ど
が
楽
し
め
る
場
所
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
「
水
の
き
れ
い
さ
」
は
十
分
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
川
に
は
、
自
分
で
水
を
き
れ
い
に
す
る
力
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
働
き
以
上
の
汚
れ
た
排
水
が
川
に
流
れ
込
ん
で
い

る
の
で
す
。

川
の
汚
れ
の
主
な
原
因
で
あ
る
、
家
庭
か
ら
流
さ
れ
る
水
に

つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

巨
川
を
き
れ
い
に
す
る
課

坂 川 （赤 圦 樋 門 ） の 水 質 の 変 化

折れ線グラフ‥・ＢＯＤ濃度(mg/l）

棒グラフ・・・ＢＯＤ負荷量（ｇ/Ｓ）

国分川の水は市川市を

通って東京湾に流れてい

きます。

上流地域から生活排水

が入り込んで、水質は横

ばいです。

新坂川は、常磐線に沿

って流れています。

護岸は桜や菜の花など

の自然が一部残ってい ま

すが、水質はまだ改善が

必要です。

新坂川（さかね橋）の水質の変化

折れ線グラフ‥・ＢｏＤ濃度(mg/l)

棒グラフ ‥ ・ＢｏＤ負荷・ （ｇ／ｓ）

上大津川の水は手賀沼

に流れていきます。

多くの魚や野鳥がすん

でいますが、手賀沼は日

本で一番汚れた湖沼です。

上大津川（クリーンセンター横）の水質の変化

初 めて参加し まし た が 、私たち の飲み水

とな っている 川の水がど んなに汚 れている

か 、一目で分 かりまし た。

汚 れの原因 が家庭から 出る排 水と聞き 、

こ れからは気を つけて 流そうと 思いました 。

親 子 魚 釣･ リ

さ か が わｳｫｰﾀ

昔　 の　 遊　 び

ど じ ょ う つ か み

親 子 ザ リ ガ ニ 釣 り

川　 ク　 イ　 ズ

治 水 パ ネ ル 展 示

浸 透 施 設 展 示

模　　 擬　　 店

川 で 魚 を 釣 り ま す 。 釣 り 用 具 ・

エ サ は 各 自 持 参O 参j] 賞 あ リ

坂川の流れを見ながら矢切の渡

し ま で 歩 き ま す
。

参 加 賞 あ り

ボ ン ボ ン 船 で 遊 ぶ

水 鉄 砲 ・ ス ー パ ー ポ ー ル す く い

ど じ ょ う の つ か み ど り

親子で仕掛けを作り、釣りを

し ま す

川 に ち な ん だ ク イ ズ に 鴾 え る

と 賞 品 が も ら え ま す

総 合 治 水 を 分 か り や す く し た

パ ネ ル の 展 示

浸透マス・浸透管の展示や実

験 を 行 い ま す

焼きそば・ジュース・かき氷など

親 子50 組

50 人

親 子50 組

自 由 参 加

自 由 参 加

自 由 参 加

自 由 参 加

申 し 込 み 制

申 し 込 み 制

申 し 込 み 制

小 学 生 以 下

小 学 生 以 下

小 学 生 以 下

有　料

川
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
は

広報 1996 年(平成８年)８月５日広報 1996 年(平成８年)８月５日

交通

松戸駅西口から京成バス「矢切高校

行き」に乗車し、終点下車

松戸駅西口から「国府台経田

市川駅行き」に乗車し、

上矢切下車

国分川（秋山弁天橋）の水質の変化



情報

自

己

表

現

力

を

身

に

つ

け

る

話

し

方

講

座

８
月
2
0
日
(
火
)
・
2
3
日
(
金
)
・
2
7
日
(
火
)
・

3
0
日
(
金
)
、
午
後
6
時
～
９
時
 
会
場
市

民

劇

場

定

員

先

着

十

五

人
　

対

象

十
五
歳
～
三
十
歳
の
人
　
費
用
三
千

円痢
電

話

で

ア

サ

Ｊ

ン

ヨ

ン
研

究

会

・

堀
口
登
０
４
７
１
・
8
4
・
０
２
４
５
番
へ

※ タイトルが色刷りのものは、市の主傭です。

親

子

木
工

教

室

８
月
1
8
日
(
日
)
午
前
1
0
時
～
午
後
２

時
 
会
場
 
船
橋
県
民
の
森
定
員
先

着
三

十
組
　

持

ち
物
昼

食
・
軍
手

費
用
一
組
五
百
円

困
電
話
で
船
橋
県
民
の
森
管
理
事
務

所
昔
０
４
７
４
・
5
7・
4
0
9
4

番

へ

あ
な
た
も
健
康
的
に
ダ
イ

エ
ッ
ト
ー
・
（
秋
の

ス
リ

ム
コ

ー
ス
）

日　　時　　｜　　　　 内　 容

一
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　

ｈ

一
　

一
　
　
一
　
．一
“
’
　
　

一
I
　
I　
k 
-

講
座
・
講
演

・
　
　
　
　
．

身

体

障

害

者

の

た

め

の

無

料

運

転

教

習

対

象

身

体

に
障

害

の
あ

る
人

で

、

就

職

の
た

め
自
動

車
運

転
免

許
を
取

得

す

る
人
　

期
間
三

ヵ

月
間

（
入
所

日

は

１

・
４

・
７

・
1
0
月

の
月

初

め
）
　
費
用
教
習
料
＝
無
料
、
身
体
障

害
者
専
用
宿
舎
＝
有
料

圃

身
体

陬
害

者
運

転
能

力
開
発

訓
練

セ
ン

タ

ー

（
埼
玉

県
新

座
市

堀
ノ
内

二
の
一
の
四
六
）
0
4
8
・
4
8
1
・
2
7

1
1

番

（
月
曜
休

館
）

と

も
し

び

読
書

会

講

演
会

８
月
2
2
日
(
木
)
午
前
1
0
時
～
正
午

会

場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど

内
容
「
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
外
す
時
－

更
年
期
と
向
か
い
合
っ
て
」
　
講
師

独
協
医
科
大
学
越
谷
病
院
婦
長
・
神

尾
加
代
子
氏
　
費
用
無
料

圃
電
話
で
渡
辺

容
‐
8
8
・
1
9
2
5

番

へ
「
公

的
介

護

保

険
」

講

演

会

８
月
2
4
口
(
土
)
午
後
１
時
～
３
時

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま

っ
ど

内
容
公
的
介
護
保
険
の
導
人
で
、
私

た
ち
の
老
後
は
大
丈
夫
な
の
で
し
ょ

う
か
　
講
師
毎
日
新
聞
論
説
委
員
・

宮
武
剛
氏
 
費
用
五
百
円
（
会
員
は

三
百
円
）

※
保
育
あ
り
（
三
百
円

・
要
予
約

。

中
里

登
6
2・
9
1
6
0

番
へ
）

囲
ま
つ
ど
女
性
会
議
健
康
福
祉
部
会

・
山
中
昔
6
5・
0
5
3
3

番

北

京

女

性

会

議
行

動

綱

領

学

習

会
８
月
1
2
日
(
月
)
午
後
６
時
～
９
時

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど

内
容
女
性
の
教
育
・
訓
練
 
日
よ
う
五

百
円

岡
行
動
綱
領
学
習
実
行
委
員
会
・
地

守
公
8
7・
4
9
3
0

番

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

養

成

講

座

「
若

衆

宿

」

①
９
月
６
日
(
金
)
午
後
７
時
～
８
日

⑥

（
二
泊

三
日

）
②

９
月
７

日

出
午

後
２
時
～
８
日
(
日
)
二
泊
二
日
）

対
塞
高
校
生
以
上
定
員
先
着
二
十

人

内

容

講
義

・
実
技

モ

宝
焼

・
オ

リ

エ
ン
テ

ー
リ

ン

グ

ーニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
ほ

か

）
　
持

ち

物
卜

履

き
・
運

動

着

ほ

か

曹
爾
ぶ

四

千
円
②
三

千
円

・
『
８
月
2
6
日
(
月
)
ま
で
に
、
直
接
手
賀

の

丘
少

年

自

然

の
家

（

公
０

４

７

１

・
9
1・
1
9
2
3

番

）
ヘ

ト

レ

ー
ニ
ン

グ

機

器

操

作

講

習

会

８
月
1
0
日
(
土
)
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0
分
会
場
青
少
年
会
館
樋
野
口

分

館
 
対

象
十
五

歳
以
上

の
人
（
三
卜

歳

未

満

の
人

を

優
先

）

定
員

先

着

二

十

人
　

持

ち
物
運

動
着

・
上

履
き

費
用
無
料

圉

電

話
で
青

少
年

会
館

昔
４４

・
8
5

5
6

番

へ

青

年

講

座

「

ニ

ー

ハ

オ

ー・
中

国

語

」９
月
６
日
～
1
2
月
2
0
日
の
毎
週
金

曜
日
（
全
十
五
回
）
、
午
後
７
時
～

８
時
3
0分

会
場
市
民
劇
場
　
対
象

十
六
歳
以
上
の
人
（
三
卜
歳
未
満
の

人
を
優
先

）
　
講
師
 
 月
氏
（
千
葉

大
留

学
生

）
　
定
員

先
着
二

十
人

費
用
千
五
百
円

圃
電
話
で
青
少
年
会
館
公
4
4・
8
5

5
6
番
へ

中

南
米

日

系

人

向

け

帰
国

前
技

術
研

修
会

平
成
９
年
１
月
７
日
(
火
)
～
３
月
1
9

日
(
水
)
会
場
海
外
職
業
訓
練
協
会
千

葉
市
）
　
内
容
①
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン

ピ
ュ

ー
タ
ー
②
生
産
性
向
上

講
座

定
員
①
七
人
②
八
人

対
象
大
学

早

業
ま
た
は
回
等
の
学
歴
を
有
す
る
人

（
研
修
は
日
本
語
、
教
材
は
英
語
）

圃
９
月
1
0
日
次
ま
で
に
、
直
接
(
財
)
海

外
日
系
人
協
会
（
新
宿
区
市
谷
本
村

町
四
二
経
済
協
力
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
別

館
六
階

容
0
3・
３
３
５
７
・
8
2
8

8
番
）
へ

保
健
・
衛
生

食
生
活

謹
崖

日　時　｜　　　内　　　　容　　　　｜会
場
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
　
定
員
先

着
三
十
人
　
対
象
本
講
座
を
初
め
て

受
け
る
人
　
費
用
無
料

「
座
電
話
で
中

央
保
健
セ
ン

タ
ー
昔

6
6・
7
4
8
9

番
へ

婚
前
・
新
婚
学
級

日 々｜　　 内　　容対
象
禾
婚
あ
る
い
は
新
婚
の
男
女

二

人
で
の
参
加
歓
迎
）
　
会
場
中

央
保
健
セ
ン
タ
ー
　
費
用
無
料

匝
８
月
2
3
日
(
金
)
ま
で
に
、
電
話
で
中

央
保
健
セ
ン
タ
１・
容
6
6・
7
4
9
0

番
へ

三

歳

児

健

康

診

査

対
象
平

成
５

年
４

月
生

ま

れ
の
幼

児
　

健

診
日

８
月

６

日
・
2
0日
・
2
7日

の
各
火

曜
日

会

場
松
戸

保
健
所

糸
該
当

者

に
は
通

知
を

送
り
ま

し
た

が
、
届
か
な
い
場
合
は
、
ハ
ガ
キ

に
住

所

・
保
護

者
氏

名

・
幼
児
氏

名

・
生
年

月
日

・
電

話
番
号

・
転

入
年

月
日

を
記
入

し

て
、

〒
2
7
1
松

戸
市

小

根

本
七
松

戸
保

健
所
指

導

課
（

登
6
1・
2
1
2
1

番

）
へ

旧
盆
中
も
歯
科
診
療
が
受
け
ら

れ
ま
す

日時  診療所名   住所  電話番号肩
保
健
衛
生
課
昔
6
6・
7
4
8
2
番

酒

の

悩

み

ご

と
相

談

８
月
８
日
(
木
)
・
2
2
日
(
木
)
、
午
後
２

時
～
４
時

会
場
松
戸
保
健
所

費

用
無
料

※
断
酒
会
等
で
酒
を
や
め
て
い
る
人

は
ご
遠
慮
ぐ
だ
さ
い
。

羈
松
戸
保
健
所
予
防
課
公
6
1・
2
1

2
1
番

ス
ポ
ー
ツ

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

９
月
５
日
～
1
1
月
2
8
日
の
毎
週
木

曜

日
（
祭
日

を
除
ぐ

）
、
①

午
前
９

時

か
ら
②

午
前
1
0
時
3
0分

か
ら
　

会

場

栗

ヶ
沢
公

園

庭
球
場

対
象

市
内
在

住
・
在
勤
者
 
費
用
九
千
円
（
保
険

料

を
含

む
）

匝
８
月
1
0
日
(
土
)
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ

キ
に
住
所

・
氏

名

・
電
話
番

号

・
希

望
時
間
（
第
二
希

望
ま

で
）
・
返
信

川

あ
て
名
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0
松
戸
北

郵

便
局

私
書

箱
一
二

号
松
戸

市

テ
ニ

ス
協

会
へ

羈
平

木

昔
4
8・
6
7
8
4

番

カ
ヌ

ー

一
日

講

習
会

８
月
2
4
日
(
土
)
・
2
5
日
(
日
)
、
午
前
1
0

時
～
午
後
３
時
　
会
場
江
戸
川
三

郷
有
料
橋
ド
）
　
対
象
多
少

冰
げ
る

カ
ヌ
ー
の
初
心
者
 
定
員
先
着
三
十

人
　
費
用
無
料

圃
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
住

所

・
氏
名
・
年
齢
を
記
入
し
て
、
干

跚
松
戸
市
千
駄
堀
一
七
二
四
松
戸
市

カ
ヌ
ー
協
会
・
鹿
野
由
喜
夫
（
容
・

脚
と
も
に
4
4・
0
7
5
1

番
）
へ

ア

イ

ス

ホ

ッ

ケ

ー

体

験

ス

ク

ー

ル
８
月
2
1
日
(
水
)
・
2
8
日
水
（
全
二
回
）
、

午
後
８
時
3
0
分
～
９
時
3
0
分
会
場

新

松
戸
ア
イ

ス
ア

リ

ー
ナ
（
ダ
イ

エ

ー

新
松
戸
店
内

）

対

象
三
歳

り
中

学
生

費
用
二
回
千
円
（
保
険
料
・
貸
靴
料
等
）

舞
松

戸

ジ
ュ

ニ
ア

ア
イ
ス

ホ

ッ
ケ
ー

ク
ラ

ブ
リ
ト

ル
ス

タ
ー

・
佐
藤

登
０

４

７
１

・
7
4・
4
5
9
3

番

女

性

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

教

室

８
月
2
5
日
(
日
)
午
後
Ｏ
時
3
0
分
か
ら

（
雨
天

中
止

）
　
会

場
河

原
塚
小

学
校

対

象

女
性

定
員
先

着
三

十
人

費

用

無
料

兩
当

日
会

場
で

・舗
体

育
指
導

資
員

・
中

川

公
9
2
・
5

5
1
1

番

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
教
室

８
月
1
8
日
(
日
)
午
前
９
時
～
正
午

会
場
高
木
小
学
校
　
費
用
無
料

圃
当
日
会
場
で

舞
体
育
指
導
委
員

ふ
（
戸

容
8
9・
8

4
1
5
番

期

日
　
対
戦
高
校

８
／
1
5團

岩
倉
高
校

1
9
(
月
)
修
徳
高
校

2
3
(
金
)
世
田
谷
学
園

ナイターで

高校野球を見よう!

会場：運動公園野球場

時間：午後5時30分から

観覧 :無料．

全日本野球選手権千葉大会  スポーツ課63-9241

市役所の代表電話は     66

-1111番

代表FAXは       63-

3200番

市立松戸高等学校野球部強豪３校と試合

9 ／12(木)

19(木

)-

26(木

)10 ／ 3(木)

17(木

) 24( 木)

31(木

)11 ／7( 木)

14(木)

21(木)

午
前
1
0
時
～
正
午

健康的なダイエットについて

太らない食べ方のポイント

調理実習（私の適量一塩分測定）

減量と運動について

医師の話（肥満と成人病）

運動 実技

私の工夫と０＆Ａ

調理実習（私の１食分再チェック

血液検査・運動実技

検査結果について・終了式

会場健康増進センター対象肥満傾向があり体重k9÷(身長ｍ)2＝

24以上で、当センターの健康増進指導コースを受けた人(受けた

ことのない人はご約ください)定員先着30人 費用調理実習

１回につき4 ① 円

※時間は変更にな ること があります

圃 直接 または 電話 で健康増進センタ ーｓ ６８－ ｍ 纐番 へ

9/6(金)13(金)一

20(金)-

午
前
1
0時
～
午
後
１

時
3
0分

9
／
1
3
は
正
午
ま
で
）

健康と食生活について(お話) 、

スピ ード料理( 実習)

健康づくりと運動・休養について
(お話)､手軽にできるヨガ( 実技)

家族そろって成人病を予防し

よう( お話)､野菜をい っぱい
食べよう( 実習)

成長期のための食生活(お話)､カ

ルシウムを上手にとろう( 実習)

8

/26(月)一9

/
2
(
月
)

午
後
６

時
3
0分
～
８

時
3
0分

「現 代社会にお ける家 族

の役割」順天堂大学助教

授・米林喜男氏

「安 心し て妊娠 、出産を

迎える ために」国立公衆

衛生院・林謙治氏

「幸 せな 家庭設 計のた め

に」健康課保健婦

8/13

(火)
-
14

(水)
-

15

(木)
-

16

(金
)

午
前
９
時
～
午
後
５
時

小林デンタル
クリニック

ニトリ歯科
クリニック

小林歯科
クリニック

平岡歯科医院

西馬橋相川町6-1

日暮里1-3-1根本13-5

本町2-3

44-4515番

87ー1182番

64-1616番

64-6666番

広報 1996 年(平成８年)８月５日

チャンネル



催

し

物

行
方
不
明
者
を
捜
す
相
談
会

圓
千
葉
県
警
察
本
部
鑑
識
課
 
0
4
3

227

9

1

3

1

番

・ ※相談の際は 、本人の写真をご持参＜ださい。

世

界

平

和

都

市

宮
1
1
1事

業

夏

休

み

親

子

平

和

映

画

鑑

賞

会

８
月
2
9
日
(
木
)
午
後
２
時
～
４
時
3
0

分

会
場

市
民
劇

場

内

容
「
琉
子

」

「
忍

た
ま
乱

太
郎

」
「

ぽ
く

と

き
ど

き

ぶ
た
」
費
用
無
料
 
定
員
当
日
先
着

三
百

人
（

事

前

の
申
し

込
み

は
不
要

）

周
総

務

部
総
務

課

借
地

借

家

の

無
料

相

談

８
月
1
3
日
(
火
)
午
後
１
時
～
４
時

龠
場
勤
労
会
館
 
費
用
無
料

※
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

蕪
松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
久
保
田

登
4
1’
8
2
7
9
番

歯
を
大
切
に

お

は

な
し

キ

ャ

ラ

バ

ン

期日  会場 時間  内容

歯
丈
夫
・
胃
丈
夫
・
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

厚
生
省
は
、
噛
む
こ
と
と
全
身
の

健
康
と
の
関
係
を
調
べ
る
研
究
に
、

初
め
て
本
格
的
に
取
り
組
む
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。
今
秋
に
も
、
「

口

腔
と
全
身
の
健
康
に
つ
い
て
の
研
究

事
業

」
の
運
営
協
議
会
を
設
置
し
。

マ
ウ
ス
を
用
い
た
噛
み
合
わ
せ
と
健

康
状
態
に
関
す
る
動
物
実
験
、
咀
嚼

運
動
が
脳
神
経
に
与
え

る
影
響
、
肩

凝
り
や
疲
労
を
訴
え
る
人
の
歯
の
状

態
、
噛
み
合
わ
せ
の
異
常
、
歯
の
病

気
と
リ
ウ
マ
チ
な
ど
手
足
の
病
気
と

の
関
係
、
野
球
選
手
や
登
山
家
な
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
歯
の
健
康
状
態

の
ほ
か
、
幅
広
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
研
究
を
始
め

る
予
定
で
す
。

虫
歯

、
歯

周
病

な
ど
歯

の
病

気
や

噛

み
合

わ
せ

が
悪

か
っ
た
Ｉ

す

る
こ

と

が
、
脳

や
内

蔵

、
手
足

の
病

気
な

ど
に
関

連

が
あ
る

の
で

は
な

い
か
と

い
う
こ

と

は
、
今

ま
で

も
歯
科

の
臨

床

の
現

場
で

は
、

そ

の
事

例

が
広
く

知
ら

れ
て

い
ま
し

た
。
し

か
し

現
段

階
で

は
、
歯

科
と
内

科

な
ど

の
医
科

の
治
療

は
別

々
に
な
り

が
ち

な

の
で
、

こ

れ
ら
を

結
び
付

け
、

痴
呆

症
や
内

臓
疾

患
な

ど
の
新

た
な

予
防
策

と
治

療
法

を
探

っ
て

い
こ
う

と

い
う

も

の

で
す

。
今
後

、
次

第
に

歯

や
口

腔
機

能

の
重
要

性

が
解

き
明

か

さ
れ
て

い

く
こ

と
と

思
わ

れ
ま
す

。

そ

こ
で

、
こ

れ
か
ら

の
歯

科
医
療

の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い

と
思

い
ま
す

。

今

ま
で

は
、
主

に
苫

痛
か

ら

の
解

放
を
目

的
と
し
て

歯
科

治
療

が
行

わ

れ
、
患
者

さ
ん
も
悪

い
時

だ
け
受

診

す
る

と
い
う

こ
と

が
当

た
り
前

で

あ

っ
た

よ
う

で
す

。
こ

れ
で

は
長

期

的

な
健

康
、
機

能

の
維

持
は
非

常
に

困

難
で

、
口
腔

機

能
は

次
第

に
低

下

し

て
し

ま

い
ま
す

。
生
涯

に

わ
た

っ
て

口
腔

機
能

を
維
持

す

る
た

め
に

は
、

治
療

後

の
計
画

的
な

メ
イ

ン
テ
ナ

ン

ス
が
大
変
重
要

な
要

素

に
な
け
ま

す
。

定

期
的

な
受

診
を
心

掛

け
て

、
囗

腔
機

能

の
維
持

を
図
り

、
生
活

の
質

（
ク

オ
リ

テ
イ

ー
オ

ブ

ー
ラ
イ

フ
）
を

高

め
る
こ
と
を

考
え

て
み

ま
せ
ん
か
。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
)

対象3～9歳　費用無料　でんわおはなしキャラバンf77ｰ0000番

蕀市立図書館昔65-5115番　※図書館利用カードをお持ちくださいO

野

鳥

観

察
会

９
月
１
日
(
日
)
午
前
８
時
松
戸
駅
東

ロ

デ
ッ
キ
上
集
合
、
午
後
１
時
現
地

解
散

会

場
東
京
湾
野
鳥
公

園

持

ち
物
筆
記
川
具
・
観
察
用
具
・
昼
食

杤
兩

入
園
料
・
交
通
費
実
費

圃
(
財
)
ま
っ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基
金

昔
4
5・
9
8
4
6

番

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
催
し

募
集
し
ま
す

個

人

市

政

見

学

会

の

参

加

者

を

募

集

し

ま

す

巾

民
の
皆

さ

ん
に
市

政
を
身

近

に

感
じ

て
い
た
だ
く

た
め
、個
人

を
対

象

に
し
た
市
政
見
学
会
を
実
施
し
ま
す
。

８
月
８
日
(
木
)
午
前
９
時
市
役
所
正

面

玄

関
集

合
　

コ

ー
ス
健

康
増

進
セ

ン

タ

ー
～
2
1世

紀

の
森
と

広
場
～

和

名

ケ
谷

ク
リ

ー
ン
セ

ン

タ
ー

（
昼
食

お
よ

び
見

学
）
～

消
防

局
～
市

役
所

（
解
散

）

定
員

先
着

三
十
二

人

持

ぢ
物

昼
食
（
食

堂
等

は
あ

り
ま
せ

ん
）

費
用
無
料

・

電

話
で

広
報
課

へ

は

り

・

き

ゅ

う

・

マ

ッ

サ

ー

ジ

の

施

術

希

望

者

募

集

８
月
2
5
日
(
日
)
午
前
９
時
3
0
分
か
ら

会
場
総
合
福
祉
会
館
　
内
容
は
り
・

き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
　
費
用
無
料

圃
８
月
1
5
日
(
木
)
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ

に
住

所
・
氏
名
・
希

望

の
施
術

を
記
入

し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
上
矢
切
二
二
九

の
一
身

休

障

害

者
福

祉
セ
ン

タ

ー
へ

亘
松

戸
市

視

覚
障
害

者
協

会

・
滝
沢

容
4
4・
1
8
7
0

番

「
技

能

と

の
出

逢

い
写
真

コ
ン
ク

ー

ル

」テ

ー
マ
技

能

の
尊

さ
、
職
業

訓
練

の
大

切

さ
を
表

現
す

る
も

の
　

対

象

県

内
に
在

住

・
在
勤

の
人
　

募

集
期

限
８
月
2
6
日
(
月
)

※
詳
し

い
内
容

は
お

問

い
合
わ
せ

く

だ

さ
い
。

囃
県
職
業
能
力
開
発
課
・
0
4
3
・
2
2
3
・

2
7
5
4

番

国
民
年
金
標
語
募
集

テ
ー

マ
国
民

年
金

制
度

に
対
す

る

認
識

を
高

め
る
も

の
で

、
標
語

の
中

に

「
国
民
年

金
」
「
基
礎

年
金

」
「
年

金
」
の

い
ず

れ
か

の
字
句

が
入

っ
た

自
作
未
発
表
の
も
の

※
入

賞
者

に
は

賞
金

な
ど

が
贈

ら

れ

ま

す
。

痢
８
月
3
1
日
(
土
)
〔
消
印
有
効
す
で
に
、

ハ
ガ
キ
ー
枚
に
標
語
(
一
人
二
点
で
）

住
所

・
氏
名

・
性
別

・
年

齢
・
職

業
・

電
話
番
号
を
記
人
し
て
、
〒
2
6
0
-
9
1

千
乗
車
甲
央
区
市
場
町
一
の
一
千
葉

県
国
民
年
金
協
議
会
（
0
4
3
・
2
2
3
・

2
3
8
9

番
）
へ

↓行事名

日時  講師  対

象

松

戸

ま

つ
り

①
バ

ザ

ー
ル

コ

ー

ナ

ー

②
趣

味

の

店

コ

ー

ナ

ー

③

県

人

会

コ

ー
ナ

ー

の

出
店

者
を

募

集受
付
日
時
①
②
８
月
1
9
日
(
月
)
～
2
3

日
(
金
)
③
８
月
５
日
(
月
)
～
1
6
日
(
金
)
、
い

ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後
４
時
3
0分

対
象
①
市
内
の
商
工
農
業
者
と
そ
の

団
体
②
市
民
と
そ
の
団
体
③
市
民
に

よ
る
県
人
会
　
内
容
①
商
店
な
ど
の

目
玉
商
品
②

趣
味
や
才
能
か
り
生
ま

れ
た
作
品

③
故

郷
の
特
産
品
・
名

産

品※
松
戸
ま
っ
り
は
1
0
月
５
日
(
土
)
・
６

日
(
日
)
の
二
日
間
、
松
戸
駅
周
辺
で

行
わ
れ
ま
す
。

軍
面
接
松
戸
商
工
会
議
所

（
昔
6
4

3
1
1
1
番
）
へ

平
成
８
年
度
自
衛
官
募
集

松

戸

の
「

気

に

な

る

」
景

観

募

集

テ
ー
マ

松
戸

の
景

観

の
中
で

、

す

て

き

な
と
こ

ろ

、
手

を

か
け

た

い
と

こ

ろ

、
現
状

保
存

ま
た

は
保
全

修
復

し

た

い
と
こ

ろ

な
ど
　

規
格

カ
ラ

ー

写
真
（
百
十
六
ミ
リ
×
八
十
一
ミ
リ
)

圃
８
月
2
6
日
(
月
)
ま
で
に
、
推
薦
文
・

撮
影
場
所
・
撮
影
日
・
住
所
・
氏
名

年
齢

・
電

話
番
号

・
職

業

（
学
生

の

場

今
は
学

校
名

お
よ

び
学
年

、
企

業

・
団

体

の
場
合

は
団
体

名
）

を
記

人

し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
杢
一
八
七
の

五
松

戸
市

役
所

建
設

局
企
画

調
整

室

へ※
お

寄
せ
い
た

だ

い
た
写

真

は

、「
松

戸
の
景
観
を
考
え
る
実
行
委
貝
会
」

で
活

用

さ

せ

て

い
た

だ

き
ま

す

。

ま
た

、
こ

の
実
行
委

員

会

に
参
加

し
て

み
た

い
人

は
、

建
設
局
企

画

調
整

室

に
お
気

軽
に

お
問

い
合

わ

せ
く

だ

さ

い
。

募集種目　　｜　　資格　　｜ 受付期間

※1は当日森の工芸館で受け付け。

※1以外の行事は、事前の申し込みが必要。

※2は材料費1,000円。その他は無料。

圉電話でパークセンターO45-8900 番へ

樋
野
口
の
会
社
員
、
品
川
忠

彦
さ
ん
の
二
男
、
真
彦
君
（
五

歳
）
は
「
拘
束
型
心
筋
症
」
と

い
う
難
病
で
、

。
刻

も
早
ぐ
心
臓
移
植
手

術

が
必
要
で
す
。

手
術
は
ア
メ
リ
カ

で
行
わ
れ
ま
す
が
、

手
術
費
や
滞
在
費
で

約
一
億
円
か
必
要
。

※平 成９年 ３月新規高等・中学校卒業予定者

の受け付けと試験期日については 、上 表に

かかわらず文部・労働両省から示さ れた期

日以降に実施し ます。

圃自衛隊松戸募集案内所 89―6540番、市

役所総務部総務課

まさひこ君

募金に

ご協力 を
に
す
る
会

」
を
結

成
し

ま
し

た
。

皆

さ

ん
の

支
援

を

お
待

ち
し

て

い
ま

す
。

振

込

先

千

葉

銀

行

松

戸

支

店

（

店

番

０

１

０

）

普

通

預

金

口

座
3
1
8

4
0
5
0

「
中

部

イ

ー
グ
ル
ス
・

ま

さ

ひ

こ

君

を
元

気

に

そ
こ
で
、
忠
彦
さ
ん
の
会
社

の
関
係
者
や
地
域
の
有
志
た
ち

は
「
品
川
ま
さ
ひ
こ
君
を
元
気

そ
の
三
十
三
　
　
こ
れ
か
ら
の
歯
科
医
療

子 ども 手づ く リ 教室

「青 空 のも と で ア ー

トし よう よ」

こ ども 自然 体 験

「水 の中 のい き も の

さ がし 」

園 芸 教 室

「 パン ジ ー の育 て 方 」

=みど り の 講 習 会

「家 庭 菜 園 の作 り 方 」

夏 休 み 麦 わ ら工 作 シ

リ ー ズ 「麦 わ らで 絵

を描 こ う 」 ※l

i夏休 み麦 わ ら 工作 シ

リリ ー ス 「ミ ニ すだ れ

|を作 ろ う 」 ※１

夏 休 み麦 わ ら 工作 シ

リ ー ズ 「バ ス ケ ソヽト

を 編も う 」

み ど りの 講 習 会

「水 で 育て る ミ ニ 観

葉 植 物 ・デ ィ ッシ ュ

ガ ー デン 」 ※２

園 芸 教 室

「秋 植 球 根の 育 て 方」

8/18(日)

午後1 時30 分

～4 時

8/20(火)

午後2 時30 分

～5 時

8/24(土)

午後1時30 分

～3 時

8/25(日)

午後1時30 分

～3 時30 分

8/28(水)

午後1時30分

～3 時

8/29(木)

午後1時30 分

～3時

8/30(金)

午後1 時30 分

～4 時

9/ 1(日)

午後1時30分

～3 時30 分

9/ 8(日)

午後1 時30 分

～3 時

フ ラワー デザイナ

ー ・山 中 琴 江 氏

自然 解 説 員

佐 藤隆 士 氏

中村 忠 昌 氏

み ど り の相 談 員

小林喜代次氏

千葉大 学園 芸学 部

丸 尾達氏

パークセンター職員

パークセンター職員

フラワ ーデザイ ナ

ー ・山 中 琴江 氏

園芸 研究家

中 川宏子氏

み どり の 相 談 員

渡 辺重 吉 郎 氏

小3～中3

24人

小1～小6
20人

25人

40人

小1～中3

28人

小3～中3

28人

小3～中3

28人

24人

1　25人

す

る
会
」

頸

中
部

イ
ー
グ
ル
ス
・
松

崎

昔

Ｇ
・
４
１
２
１
１
番

２等陸・

海 ・空士

男子

女子

曹 候補士

一般曹候補学生

航空学生

看護学生

防衛大学校学生

防衛医科
大学校学生

自 衛隊生徒

18 熾
以 上

27 歳 未満

18 歳以上
24 歳未満

高卒（見込）
21歳未満

高卒（見込）
22歳未満女子

高卒（見込)

21歳未満

一

中卒（見込）
17歳末満男子

8/1(

木)～9/13(金)8/1(木)

～ 9/9(月)

9/17

(火)～

10/1

5(火)

8/14(水)

18(日)l

20(火

)
-

21(水

)
-

22(木

)24(土)1　28(水

)

図書館本館

サン グリーン松戸（小山）

立見台公園（下矢切）

日新製鋼社宅（秋山）
松戸三丁目公園（松戸）

嶋谷台児童公園（三ヶ 月）
第二市営住宅 （幸田）

あおぎり 公園（新松戸）
アウディ北松戸（上本郷）

中台子供の遊び場（和名 ケ谷）
やよぶき公園（常盤平）

牧の原団地（牧の原）

エクステ東 松戸 （河原塚）

小金分館
一
仲台公園（北松戸）
水戸工業清和寮 （千駄堀）

三井生命寮横（上本郷）

中町公園（南花島）
一

梨香台団地（高塚新田）
高塚団地（高塚新田）

セイコー高塚寮 （高塚新田）

野菊 野団地（野菊野）
一

図 書館本館

午後3時30分～4時

午前10時50分～11時30分
午後1時～1時30分
午後2時～2時30分
午後3時10分～3時50分

午前10時50分～11時30分
午後1時10分～1時40分
午後2時10分～2時40分
午後3時20分～3時50分

午前10時50分～11時20分
午後1時10分～1時50分
午後2時10分～2時50分
午後3時20分～3時50分

午後3時～3時40分

午前10時50分～11時30分
午後1時10分～1時40分
午後2時～2時30分
午後3時10分～3時50分

午前10時50分～11時30分
午後1時10分～1時50分
午後2時10分～2時40分
午後3時20分～4時

午後3時30分～4時

絵 本 ほ か

絵本おはなし会

日時　　会　　場

千葉県警察本部鑑識課

市川警 察署

船橋警察署

柏警察署

午
前
９

時
～

午
後
４

時

8/30(金)まで
(土・日曜日

を除＜)

8/12(月)

-
19(月)

-
23(金

)

広報 1996 年(平成８年)８月５日



本
当

に
よ
か

っ
た

。
コ

ン
サ
ー
ト
を

通
し

て
、
音
楽
の
楽
し

さ
を
伝
え
ら

れ
れ
ば
と
思

っ
て

い
た

ん
で
す
」
と

開
口
一
番

、
生
き
生
き

と
し

た
表
情

で
話
し

て
く
れ
た

。
コ

ン
サ
ー
ト
の

緊
張
感
か
ら
解
放
さ
れ
、
子
ど
も
た

ち
と
心
が
通
じ
た
と

い
う

充
実
感
を

噛
み
し
め
て

い
る
よ
う
に

も
感
じ
る
。

し

て

の
技

量

と

教

育

的

活

動

に
対

す

る
評

価

を

高

め

、

ド

イ

ツ
政

府

管

轄

の
音

楽

機

関

で

音

楽

教

師

を

相

手

に

日

本

の

音

楽

を

教

え

る

ま

で

に

な

る

結
果

を

も

た
ら

し
た

。

戸

張

さ

ん

が
ド

イ

ツ
国

籍

を
取

得

し

た

際

に

は

、

バ
イ

エ
ル

ン
州

の

総

理

大

臣

秘

書

か

ら

「

こ

れ

か

ら

は

、

日

本

と

ド

イ

ツ

の

架

け

橋

に

な

っ

て

い

た

だ

き

た

い
」

と

お

祝

い

の
言

葉

を

掛

け

ら

れ

た

。

こ

れ

を

き

っ

か

け

に
、
「
次

代

の
日

本

を

担

う
若

い
世

代

に

、

生

の

ヨ

ー
ロ

ッ

パ
音

楽

を

、

身

近

に

体

験

さ

せ

た

い
」

と

の

願

い
を

込

め

た

「

学

校

コ

ン
サ

ー
ト

」

の

企

画

書

を

日

独

文

化

交

流

に
力

を

注

い

で

い
る

ド

イ

ツ
外

務

省

に

立

案

。

国

際

交

流

基

金

・

駐

日

ド

イ

ツ

大

使

館
・
(
財
)
松
戸
市
国
際
交
流
協
会
の
後

援
で

実

現

し

た

。

「

学

校

コ

ン

サ

ー
ト

」

は

、

松

戸

市

の

ほ

か

に

も

、

ド
イ

ツ

と

姉

妹

都

市

を

結

ん

で

い

る

東

京

都

文

京

区

、

滋

賀

県

長

浜

市

で

も
行

わ

れ

た

。

好

き

な

言

葉

は

、

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

の

「
音

楽

を
愛

す

る

人

は

Ｉ
生

不

幸

に

な

ら

な

い
」

と

い
う
言

葉

。
「
こ

れ

か
ら

も

学

校

コ

ン
サ

ー

ト

を

続

け

て

い

き

た

い
」

と

語

る

表

情

に

、

ド

イ

ツ
と

日
本
の
文
化
の
架
け
橋
に
な
る
こ
と

へ

の

意
気

込

み

と
期

待

を

感
じ

た

。

（
松

戸

出

身
）

圃「 触って 見よう!! イン タ

ーネット」= 8/15(木)　「森

のスタジ オ体験会」＝8/20

(火)　「情報センタービデオ

編集講座」＝8/22(木)までに、

電話 で森の ホー ル21 昔84-

5050 番へ

健康保険証を忘れずに

１　①初級=8/23(金)・24(土)・25(日)、午前の部=午前10時～正

午、午後の部=午後1時30分～3時30分　②中級=8/24(土)・

25(日)午後1時30分～4時30分　会場森のホール21情報センi

ター　内容自分で撮影したビデオにタイトルや音楽を入れ

オリジナルビデオを作る　持ち物自分で撮影したテープと1

･新しいビデオテープ　定員①各日6人②各口2人　費用無料l

相談名　　　期　　日　　　　 時　　間　　　 会　場

た

」
。

コ

ン

サ

ー

ト

終

了

後

、

全

校

児

童

の

代

表

か

ら

お

礼

の

言

葉

が

述

べ

ら

れ

た

。

メ

ゾ

ー
ソ

プ

ラ

と
ば
り
み
ち

ノ

歌

手

の

戸

張

通

子

さ

ん

が

十

年

間

温

め

て

い

た

「

学

校

コ

ン

サ

ー

ト

」

が

、

母

校

の

中

部

小

学

校

で

実

現

し

た

。「
歌

い

に

来

て

「

ぽ
く
は

あ
ま
り

歌
に
は
関
心

が

な
か
っ
た
け

れ
ど
、
戸
張

さ

ん
の
歌

を
聞

い
て
音
楽

っ
て
す
ご

い
ん
だ

な

あ
と
感
動
し
ま
し

戸

張

さ

ん

は

、

武

蔵

野

音

楽

大

学

を

卒

業

後

ド
イ

ツ

に

渡

り

、
同

地

を

中
心

に

活

躍
中

だ

。
「
日

本

の
音

楽

を

ド

イ

ツ
に

、

ド
イ

ツ

午後２時開演

ハープ 奏者 長澤 真澄さん

● モ ーツァ ルト

● シュ ーマ ン

● ショ パン

●ド ビ ュッ シ ー

●フ ォーレ

● ラヴ ェル

● バロ ック 音楽

●外 国 民謡

● 日本 民謡

●長 澤 真澄 自作 曲

※曲名 でも 結構 で す。

○お気軽にご相談＜ださい　８月の相談あんない Ｏ

◆テレホン案内サービス

………公66-0010 番

平日・午後５時～翌日午前９時

休日と土曜･ 午前９時～翌日午

前９時

◆夜間急病診療所…068-3756 番

衛生会館内･毎日午後8 時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

………Q65-3430 番

衛生会館内･午後8 時～11時

巡

回

年

金

相

談

〔次回は9/3(火)〕

6(火)

9(金)

一 一 一
16(金)

20(火)

23(金)

27(火)

30(金)

国

民

年

金

課

適

用

係

米
左
記
以
外
の
日
は
国
民
年
金
課
へ

相談名　　　期　　日　　　　 時　　間　　　 会　場

人
権
相
談
＝
援
護
課
庶
務
係

昔
6
8・
0
5
0
3
番

女 性 パ ー ト

労 働 相 談

ゆ う ま つ ど

こころの 相 談

女性 就業 相談

消費生活相談

就 学 相 談 ☆

教 育 相 談 ☆

育 児 相 談

(すくすくﾃﾚﾌｫﾝ)

| 毎 月第2 火曜日　｜

第1～第3月曜日

第4月曜日

火・金曜日

女 性 セ ン タ ー

S64-8778 番

女 性 セ ン タ ー

(相談 室 直 通

昔63－0505番

消 費生 活 セ ン タ ー

065 ―6565 番

教 育 研 究 所

S66-7461 番

北松 戸 保 育 所

S67-4646 番

相談はすべて無料です。☆印の相談は予約 をお願いします。

母 校の中 部小学校で熱唱する戸張さ ん

（
ヨ

ー
ロ

ッ

パ
）
　

の
音
楽
を
日

本
に

広

め

た

・

い
」

と

、

日

本

の
音

］

楽
を

紹

介

・。

す

る
コ

ン

ー

サ

ー
ト

を

Ｉ

ド
イ

ツ
各

地
で

精

力

的

゛

に
行

っ
た

。

そ

の
活

動

は

、

戸

張

さ

ん
の

音

楽
家

片

市民優先予約のご案内

触って見よう!!　インターネット

1　8/17(土) ･18(日) ①午前10時～正午②午後2

時～4時　会場森のホール21情報センター

森のスタジオ体験会

1　8/27(火)・28(水)午後2時～4時　会場森の!

ホール21森のスタジオ　内容森のホール
!

にある本格的なスタジオで、テレビ番組I

Iの制作を体験定員各日15人　費用無料
森のホール21

森のホール２1

講座＆催し物
長澤真澄
～リクエスト･コンサート～

全指定席2,800 円

交通事故

市政・一般

法律相談☆

税務 相談

登記 相談

行政 相談

住宅 相 談

外国人相談

労 働 相 談

１　　
月～金曜日

毎週火・木、第2

・4月曜日

第1月曜日

第2金曜日

第3金曜日

第2・第4月曜日

毎週水曜日

第2・第4火曜日

第1・第3月曜日

午前9時~午後5 時　

午前8時30分～午後

5時

午後1時～5時

午前9時～正午

午後1時～5時

午後1時～4時30分

午後1時～3時

午前10時～午後4時

午前9時～正午

午後1時～5時

市民相談室|

市
役
所
相
談
コ

ー
ナ
ー

※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(61-4089 番)でも行っ てい ます｡|

午前10時～午後3 時

常磐平支所

小金支所

小金原支所

馬橋支所

六実支所

新松戸支所

矢切支所

東部支所

※人権相談は干葉地方法務局松戸支局(S63-6278番）でも行っています。

午後1時30分～4時30分

午前10時～午後4時午後1時～7時午前10時～午後4時午前9時～正午

|市役所相談コーナー

馬橋支所

六実支所

小金支所

常磐平支所

新松戸市民セン

ター

小金原市民セン

ター

午前10時～午後3 時

第1~第4 金曜日｜

5(月)6(火)6(火)7(水)・21(水)7(水)・21(水)‾15(木)

人

権

相

談

心

配

ご

と

相

談

○
の
日
は
心
配
ご
と
相
談
の
み

市

民

相

談

室

※
金
銭
問
題
の
相
談
も
行
い
ま
す
。

広報 1996 年(平成８年)８月５日

ドイツと日本文化の架け橋に

ひと
メゾソプラノ歌手

戸張通子さん

11/23(祝）

ハ ー プ

オ デ ッ セ イI

情 報 セ
ン

タ

ー

ビ デ オ 編 集 講 座
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救
急
医
療
体
制


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6

